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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のディスプレイを備える情報提示装置であって、
　開始条件に基づいて情報を表示させる処理情報を用いて、前記複数のディスプレイに前
記情報を表示させる表示調停部と、
　所定の開始条件と、該所定の開始条件が検知された場合に表示させる報知情報と、他の
ディスプレイの表示内容を制御する方法と、を関連付ける報知制御情報を記憶する記憶部
と、を備え、
　前記表示調停部は、前記所定の開始条件の充足が検知されると、前記報知制御情報にお
いて前記所定の開始条件と関連付けられた前記報知情報を表示させ、該報知情報を表示さ
せた前記ディスプレイを除く前記他のディスプレイの表示内容を制限することを特徴とす
る情報提示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報提示装置であって、
　前記報知制御情報は、前記所定の開始条件と、終了条件とを関連付け、
　前記表示調停部は、前記所定の開始条件の充足後に該所定の開始条件と関連する前記終
了条件が検知されると、該所定の開始条件と関連する前記報知情報の表示を終了させると
ともに、前記所定の開始条件の充足前に前記情報を表示させた前記処理情報を用いて、前
記複数のディスプレイの各々に対して表示を再開させることを特徴とする情報提示装置。
【請求項３】
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　請求項１に記載の情報提示装置であって、
　前記表示調停部から通知される表示指示に基づいて前記報知情報を表示する処理情報で
ある安全アシスト処理情報を備え、
　前記表示調停部は、前記安全アシスト処理情報から前記所定の開始条件の充足検知の通
知を受け付けると、該安全アシスト処理情報に対して前記開始条件と関連付けられた前記
報知情報の前記表示指示を通知し、
　前記安全アシスト処理情報は、前記所定の開始条件の充足を検知し、前記表示調停部に
通知することを特徴とする情報提示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の情報提示装置であって、
　前記報知制御情報は、前記報知情報の表示を終了させる第１の終了条件と、前記他の表
示領域の表示を再開させる第２の終了条件とを、前記所定の開始条件に関連付け、
　前記表示調停部は、前記所定の開始条件の充足後に、
　前記第１の終了条件の充足が検知されると、前記安全アシスト処理情報を用いて前記報
知情報の表示を終了させるとともに、該報知情報が表示された前記ディスプレイに前記所
定の開始条件の充足前に前記情報を表示させた前記処理情報を用いて前記情報を表示させ
、
　前記第２の終了条件の充足が検知されると、前記所定の開始条件の充足前に前記他のデ
ィスプレイに前記情報を表示させた前記処理情報を用いて前記情報を表示させることを特
徴とする情報提示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の情報提示装置であって、
　前記表示調停部は、前記第２の終了条件の充足よりも先に前記第１の終了条件の充足が
検知されると、前記安全アシスト処理情報に対して前記報知情報の表示を終了させるとと
もに、前記所定の開始条件の充足前に前記情報を表示させた前記処理情報を用いて各々の
前記ディスプレイに対して前記情報を表示させることを特徴とする情報提示装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の情報提示装置であって、
　前記表示調停部は、前記第１の終了条件及び前記第２の終了条件を用いて、前記報知情
報の表示終了と前記複数のディスプレイの各々に対する前記情報の表示とを行う第１のモ
ードと、
　前記第１の終了条件の充足が検知されると、前記報知情報の表示を終了させるとともに
、前記複数のディスプレイの各々に対して前記情報を表示させる第２のモードと、
　前記第２の終了条件の充足が検知されると、前記報知情報の表示を終了させるとともに
、前記複数のディスプレイの各々に対して前記情報を表示させる第３のモードと、のうち
いずれかのモードの選択を受け付けることを特徴とする情報提示装置。
【請求項７】
　請求項３に記載の情報提示装置であって、
　前記表示調停部は、前記安全アシスト処理情報から前記所定の開始条件の充足検知の通
知を受け付けると、前記表示指示とともに、前記報知情報の表示を終了させる終了条件を
通知し、
　前記安全アシスト処理情報は、前記所定の開始条件の充足検知後に前記終了条件の充足
を検知すると、前記報知情報の表示を終了することを特徴とする情報提示装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の情報提示装置であって、
　前記複数のディスプレイの各々に対して電源を供給する電源制御部を備え、
　前記表示調停部は、前記所定の開始条件の充足が検知されると、前記電源制御部に通知
を行い、
　前記電源制御部は、前記通知を受け付けると、前記他のディスプレイへの電源の供給を
中断することを特徴とする情報提示装置。
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【請求項９】
　請求項１に記載の情報提示装置であって、
　前記ディスプレイは、ヘッドアップディスプレイを含む車両用のディスプレイであって
、
　前記表示調停部は、前記所定の開始条件の充足が検知されると、前記ヘッドアップディ
スプレイに前記報知情報を表示させることを特徴とする情報提示装置。
【請求項１０】
　複数のディスプレイに情報を表示させる情報提示方法であって、
　開始条件に基づいて情報を表示させる処理情報を用いて、前記複数のディスプレイに前
記情報を表示させる表示手順と、
　所定の開始条件の充足を検知する検知手順と、
　前記検知手順において前記所定の開始条件の充足が検知されると、前記所定の開始条件
に対し、該所定の開始条件が検知された場合に表示させる報知情報と、他のディスプレイ
の表示内容を制御する方法と、を関連付けた報知制御情報を参照して前記ディスプレイに
前記報知情報を表示させ、該ディスプレイを除く他のディスプレイの表示内容を制限する
表示調停手順と、
　を実行することを特徴とする情報提示方法。
【請求項１１】
　コンピュータに、複数のディスプレイに対する情報の表示を支援する手順を実行させる
プログラムであって、
　前記コンピュータを、制御手段と、記憶手段として機能させ、
　前記記憶手段は、所定の開始条件と、該所定の開始条件が検知された場合に表示させる
報知情報と、他のディスプレイの表示内容を制御する方法と、を関連付ける報知制御情報
を記憶し、
　前記制御手段に対して、
　開始条件に基づいて情報を表示させる処理情報を用いて、前記複数のディスプレイに前
記情報を表示させる表示手順と、
　所定の開始条件の充足を検知する検知手順と、
　前記検知手順において前記所定の開始条件の充足が検知されると、前記報知制御情報に
おいて前記所定の開始条件と関連付けられた前記報知情報を表示させ、該報知情報を表示
させた前記ディスプレイを除く前記他のディスプレイの表示内容を制限する表示調停手順
と、
　を実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報提示装置、情報提示方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、車に搭載される表示装置であって、「文字、図形、または画像からな
るメッセージを表示する表示手段と、利用者の視線の方向を検出する視線検出手段と、視
線の検出結果に基づいて、複数の前記表示手段のうち前記利用者が視線を向けている表示
手段を、前記メッセージを表示させる表示手段として選択する選択手段とを備える」表示
装置に関する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４６８７５２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　車内に複数のディスプレイが存在する場合、運転者の注意は各々のディスプレイに表示
された情報に分散される。この場合において、例えば前方車両に追突しそうな事態など、
運転者に警告すべき事態が生じ、ディスプレイの１つに警告情報を表示したとしても、運
転者は他のディスプレイに気を取られ、警告を充分に視認していない可能性がある。
【０００５】
　特許文献１に開示された技術は、ディスプレイに表示される警告情報以外の情報に対し
て、運転者が気を取られるという問題点を解決するものではない。また、警告情報の表示
位置を利用者の視線に従って変化させるため、情報と表示位置とを結び付けて記憶するこ
とができず、運転者が混乱するおそれがある。
【０００６】
　本発明は、上記の点に鑑みてなされたものであって、利用者が報知情報を効率的に視認
することのできる技術の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願は、上記課題を解決する手段を複数含んでいるが、その例を挙げるならば、以下の
通りである。
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明の情報提示装置は、複数のディスプレイを備える情報
提示装置であって、開始条件に基づいて情報を表示させる処理情報を用いて、前記複数の
ディスプレイに前記情報を表示させる表示調停部と、所定の開始条件と、該所定の開始条
件が検知された場合に表示させる報知情報と、他のディスプレイの表示内容を制御する方
法と、を関連付ける報知制御情報を記憶する記憶部と、を備える。前記表示調停部は、前
記所定の開始条件の充足が検知されると、前記報知制御情報において前記所定の開始条件
と関連付けられた前記報知情報を表示させ、該報知情報を表示させた前記ディスプレイを
除く前記他のディスプレイの表示内容を制限する。

【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、利用者が報知情報を効率的に視認することのできる技術を提供するこ
とができる。
【００１０】
　上記した以外の課題、構成、及び効果は、以下の実施形態の説明により明らかにされる
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１の実施形態における情報提示装置が有する表示領域の概要を示す図である。
【図２】第１の実施形態における情報提示装置の機能ブロック図の一例を示す図である。
【図３】報知制御情報の一例を示す図である。
【図４】表示状態管理情報の一例を示す図である。
【図５】情報提示装置のハードウェア構成例を示す図である。
【図６】解除条件の充足が、報知終了条件の充足よりも先に検知された場合における報知
情報表示処理の流れの一例を示すシーケンス図である
【図７】報知終了条件の充足が、解除条件の充足と同時、又は解除条件の充足よりも先に
検知された場合における報知情報表示処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図８】ディスプレイの表示例を示す図である。
【図９】第１の変形例において、解除条件の充足が、報知終了条件の充足よりも先に検知
された場合における報知情報表示処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図１０】第２の実施形態における情報提示装置１の機能ブロック図の一例を示す図であ
る。
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【図１１】第２の実施形態において、解除条件の充足が、報知終了条件の充足よりも先に
検知された場合における報知情報表示処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　（第１の実施形態）
　以下、図面に基づいて本発明の実施形態の例を説明する。図１は、第１の実施形態にお
ける情報提示装置１が有する表示領域の概要を示す図である。情報提示装置１は、例えば
車載機であって、複数の表示領域を備える。図１に示す第１のディスプレイ１００ａ、第
２のディスプレイ１００ｂ、及び第３のディスプレイ１００ｃは、情報提示装置１が備え
る表示領域である。
【００１３】
　例えば、第１のディスプレイ１００ａはメーターディスプレイであって、車内のフロン
トガラス下部にあるインストルメントパネルに設置されたＬＣＤ（Liquid Crystal Displ
ay）等のディスプレイである。第２のディスプレイ１００ｂは、センターディスプレイで
あって、第１のディスプレイ１００ａと同様にインストルメントパネルに設置される。通
常、メーターディスプレイである第１のディスプレイ１００ａは、第２のディスプレイ１
００ｂよりも運転席寄りに配置されるが、配置位置はこの限りでない。
【００１４】
　第３のディスプレイ１００ｃは、ヘッドアップディスプレイであって、インストルメン
トパネル上部に配置されるディスプレイである。第３のディスプレイ１００ｃは、例えば
フロントガラスに映像を投影させることで、フロントガラスをディスプレイとして用いる
ものである。
【００１５】
　情報提示装置１は、走行中に前方車両が接近する場合等、運転者に注意を促すべき所定
の事態を検知すると、運転者がより視認しやすい所定の表示領域に、報知情報を表示する
。運転者は走行中に前方を視る場合が多いため、走行中に視認しやすい第３のディスプレ
イ１００ｃに、報知情報を表示する。
【００１６】
　その際、他のディスプレイの表示を中断させる。これにより、運転者の注意を報知情報
に集中させ、より効率的に報知情報を視認させる。仮に運転者が前方以外の部分を視認し
ていたとしても、前方のディスプレイに報知情報を表示させ、他のディスプレイの表示を
中断させることで、運転者の注意を前方に向けることができる。
【００１７】
　本実施形態では、情報提示装置１が備える表示領域が、物理的に分離した複数のディス
プレイである場合について説明するが、表示領域の構成はこれに限られない。例えば、１
つのディスプレイを分割して、複数の表示領域として構成してもよい。
【００１８】
　また、報知情報が表示される表示領域は、１つに限られない。詳しくは後述するが、複
数の表示領域の各々に、同じ報知情報を表示してもよい。「車線逸脱」の文字列からなる
報知情報を、複数の表示領域の各々に表示する場合が一例として挙げられる。また、複数
の表示領域を用いて１つの報知情報を表示してもよい。例えば第３のディスプレイ１００
ｃを左右に分割して２つの表示領域として用いる場合に、左の表示領域に「車線」、右の
表示領域に「逸脱」の文字列を表示する場合が一例として挙げられる。
【００１９】
　図２は、情報提示装置１の機能ブロック図の一例を示す図である。情報提示装置１は、
車載機のほか、ＰＣ（Personal Computer）等の電子機器であってもよい。情報提示装置
１は、制御部１１０と、記憶部１２０とを備える。
【００２０】
　制御部１１０は、所定のディスプレイへの報知情報の表示や、他のディスプレイの表示
の制限、及び表示の再開等の制御を行う。記憶部１２０は、制御部１１０の処理に必要な



(6) JP 6343188 B2 2018.6.13

10

20

30

40

50

情報を記憶するほか、情報提示装置１において実行される処理情報であるアプリケーショ
ン（以下、「アプリ」と表記する）１２１を記憶する。
【００２１】
　制御部１１０は、表示調停部１１１と、センサー情報取得部１１２と、運転操作情報取
得部１１３と、アプリ実行部１１４とを備える。
【００２２】
　表示調停部１１１は、複数のディスプレイに対する情報の表示を制御する。表示調停部
１１１は、所定の開始条件の充足が検知されると、第３のディスプレイ１００ｃに対して
報知情報を表示させ、他のディスプレイの表示を制限する。また、表示調停部１１１は、
所定の解除条件の充足が検知されると、他のディスプレイの表示を再開させる。また、表
示調停部１１１は、所定の報知終了条件の充足が検知されると、報知情報の表示を終了さ
せ、第３のディスプレイ１００ｃの表示を報知情報表示前の状態に戻すが、詳しくは後述
する。
【００２３】
　センサー情報取得部１１２は、情報提示装置１が設置された車両のセンサーが検知した
情報に基づいて、前方車両との車間距離や、走行中の車線逸脱に関する情報や、車両の周
囲にいる歩行者等に関する情報を取得する。運転操作情報取得部１１３は、車両が有する
ハンドルの舵角や、ブレーキペダル及びアクセルペダルの踏み込み量や、シフトレバーの
位置等、車両の運転操作に関する情報を取得する。
【００２４】
　アプリ実行部１１４は、入力装置を介した入力操作に基づいて、記憶部１２０に記憶さ
れた各アプリ１２１を実行する。便宜上、記憶部１２０に記憶されたアプリ１２１をアプ
リ実行部１１４が実行するものとして説明しているが、アプリ１２１を構成するプログラ
ムに従ってアプリ１２１が実行されるものと同義である。以下、各アプリ１２１が各々を
構成するプログラムに従って処理を実行するものとして説明する。
【００２５】
　記憶部１２０は、複数のアプリ１２１と、報知制御情報１２２と、表示状態管理情報１
２３とを記憶する。図２に示す記憶部１２０は、アプリ１２１として、第１のアプリ１２
１ａと、第ｎのアプリ１２１ｎとを記憶している。アプリ１２１の数は、以上の２つに限
定されない。
【００２６】
　アプリ１２１には、車両のセンサーが検知した情報や、運転操作に関する情報に基づい
て、運転者に報知を行う開始条件を検知し、第３のディスプレイ１００ｃに報知情報を表
示する、安全アシストアプリが含まれる。安全アシストアプリは、他に車速の表示等、運
転者の安全運転をアシストするための制御を行うよう構成されている。
【００２７】
　また、記憶部１２０には、他に例えば音楽を再生する音楽アプリや、車両の移動経路案
内を行うナビゲーションアプリが、アプリ１２１として含まれていてもよい。
【００２８】
　報知制御情報１２２は、報知情報毎に、開始条件と、報知終了条件と、解除条件とを関
連付けた情報である。本実施形態では、報知情報は第３のディスプレイ１００ｃに表示す
るものとして説明するが、報知制御情報１２２は他に報知情報を表示するディスプレイを
特定する情報を含んでいてもよい。この場合、報知情報は必ずしも第３のディスプレイ１
００ｃに表示されず、報知制御情報１２２により報知情報と関連付けられたディスプレイ
に表示される。
【００２９】
　１つの報知情報を複数のディスプレイを用いて表示する場合も、同様に報知制御情報１
２２において、１つの報知情報と、表示する複数のディスプレイと、各ディスプレイに表
示する（分割後の）報知情報とを予め記憶させておく。該報知制御情報１２２に基づいて
、各ディスプレイに対して、分割された報知情報が各々表示される。
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【００３０】
　表示状態管理情報１２３は、ディスプレイ毎に、現在表示されているアプリ１２１に関
する情報を関連付けた情報である。
【００３１】
　次に、記憶部１２０に記憶される各情報について説明する。
【００３２】
　図３は、報知制御情報１２２の一例を示す図である。報知制御情報１２２は、識別子１
２２ａと、報知情報１２２ｂと、他のディスプレイ制御１２２ｃと、報知終了条件１２２
ｄと、解除条件１２２ｅとを含む。
【００３３】
　識別子１２２ａは、報知制御情報１２２を特定するための識別情報である。報知情報１
２２ｂは、ディスプレイに表示させる情報を特定する情報である。報知情報１２２ｂは、
例えばディスプレイに表示させる文字列である。他のディスプレイ制御１２２ｃは、報知
情報の表示時に、報知情報を表示するディスプレイではないディスプレイ（以下、「他の
ディスプレイ」として説明する）を制御する方法を示す情報である。
【００３４】
　報知終了条件１２２ｄは、報知情報の表示を終了させる条件を特定する情報である。解
除条件１２２ｅは、他のディスプレイの表示を再開させるための条件を特定する情報であ
る。
【００３５】
　例えば、図３に示す報知制御情報１２２のうち、識別子１２２ａが「02」で特定される
報知制御情報１２２は、第３のディスプレイ１００ｃに、報知情報１２２ｂである「車線
逸脱」の文字列が表示される際には、他のディスプレイが、他のディスプレイ制御１２２
ｃの「ミュート」により制御されることを示す。つまり、他のディスプレイは非表示であ
って、情報提示装置１による情報の表示がなされない。
【００３６】
　その後解除条件１２２ｅとして「車線逸脱の非検知」が検知されると、他のディスプレ
イの表示が再開される。また、報知終了条件１２２ｄの「車線逸脱回避してから３秒後」
が検知されると、報知情報の表示が終了されるとともに、第３のディスプレイ１００ｃの
表示が再開される。
【００３７】
　また例えば、識別子１２２ａが「03」で特定される報知制御情報１２２は、第３のディ
スプレイ１００ｃに、報知情報１２２ｂである「歩行者衝突注意」の文字列が表示される
際には、他のディスプレイが、他のディスプレイ制御１２２ｃとして「同じ報知情報を表
示」の方法により制御されることを示す。つまり、他のディスプレイの各々に「歩行者衝
突注意」の文字列が表示される。その後、報知終了条件１２２ｄ及び解除条件１２２ｅで
ある「進行方向の歩行者が非検知となってから５秒後」が検知されると、報知情報の表示
が終了されるとともに、第３のディスプレイ１００ｃを含むすべてのディスプレイの表示
が再開される。
【００３８】
　図４は、表示状態管理情報１２３の一例を示す図である。表示状態管理情報１２３は、
ディスプレイ毎に、現在表示中のアプリ１２１と、表示中の情報とを関連付けた情報であ
る。
【００３９】
　識別子１２３ａは、表示状態管理情報１２３を特定するための識別情報である。なお、
報知制御情報１２２の識別子１２２ａとは独立している。ディスプレイ名１２３ｂは、デ
ィスプレイを特定する識別情報である。表示中プログラム１２３ｃは、ディスプレイに表
示しているプログラムであるアプリ１２１を特定する情報である。表示中情報１２３ｄは
、アプリ１２１がディスプレイに表示している情報を示す。
【００４０】
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　なお、図４に示す表示状態管理情報１２３は、１つの表示領域であるディスプレイにつ
き１つのアプリ１２１を関連付けるものであるが、１つの表示領域につき複数のアプリ１
２１が関連付けられていてもよい。また、ディスプレイ名１２３ｂに対して表示中プログ
ラム１２３ｃ及び表示中情報１２３ｄが空白であることは、該ディスプレイに情報提示装
置１による情報が提示されていない状態を示す。
【００４１】
　図５は、情報提示装置１のハードウェア構成例を示す図である。情報提示装置１は、演
算装置１３１、メモリ１３２、外部記憶装置１３３、入力Ｉ／Ｆ（Interface）１３４、
出力Ｉ／Ｆ１３５、通信装置１３６、記憶媒体駆動装置１３７、及びディスプレイ１００
を備え、各構成要素はバスにより接続されている。
【００４２】
　演算装置１３１はＣＰＵ（Central Processing Unit）等の中央演算装置であって、メ
モリ１３２又は外部記憶装置１３３に記録されたプログラムに従って処理を実行する。制
御部１１０を構成する各処理部は、演算装置１３１がプログラムを実行することにより各
々の機能を実現する。
【００４３】
　メモリ１３２は、ＲＡＭ（Random Access Memory）又はフラッシュメモリ等の記憶装置
であり、プログラムやデータが一時的に読み出される記憶エリアとして機能する。外部記
憶装置１３３は、例えばＨＤＤ（Hard Disk Drive）等、書き込み及び読み出し可能な記
憶メディアである。
【００４４】
　入力Ｉ／Ｆ１３４は、運転者を含む利用者からの入力操作を受け付ける入力装置（図示
略）と接続するためのインターフェイスであり、例えばタッチパネル、マイク等からの入
力を受け付ける。また、入力Ｉ／Ｆ１３４は、該入力Ｉ／Ｆ１３４と接続された車両から
、該車両が有するセンサーや、ハンドルの舵角や、ブレーキペダル及びアクセルペダルの
踏み込み量や、シフトレバーの位置等、車両の運転操作に関する情報の入力を受け付ける
。
【００４５】
　出力Ｉ／Ｆ１３５は、ＬＣＤ等の表示装置やスピーカー等の出力装置に対して情報を出
力するためのインターフェイスである。出力Ｉ／Ｆ１３５には、表示領域として複数のデ
ィスプレイ１００が接続されている。図５に示す情報提示装置１は、第１のディスプレイ
１００ａ、第ｎのディスプレイ１００ｎを含む複数のディスプレイ１００を有する。
【００４６】
　通信装置１３６は、情報提示装置１をネットワークに接続するための装置であって、例
えばＬＡＮ（Local Area Network）カード等の通信デバイスである。記憶媒体駆動装置１
３７は、ＣＤ（Compact Disk）やＤＶＤ（Digital Versatile Disk）等の可搬性のメディ
ア１３８から情報を入出力する装置である。
【００４７】
　記憶部１２０は、メモリ１３２又は外部記憶装置１３３によりその機能が実現される。
また、記憶部１２０は、ネットワーク上の記憶装置によってその機能が実現されてもよい
。
【００４８】
　なお、情報提示装置１の各構成要素の処理は、１つのハードウェアで実行されてもよい
し、複数のハードウェアで実行されてもよい。また、情報提示装置１の各構成要素の処理
は、１つのプログラムで実現されてもよいし、複数のプログラムで実現されてもよい。
【００４９】
　例えば、情報提示装置１として、スマートフォン等、可搬性及び通信機能を有する電子
機器を用い、ネットワークを介して複数のディスプレイと接続することで、本実施形態の
処理を実現するものであってもよい。
【００５０】



(9) JP 6343188 B2 2018.6.13

10

20

30

40

50

　図６は、解除条件の充足が、報知終了条件の充足よりも先に検知された場合における報
知情報表示処理の流れの一例を示すシーケンス図である。本図及び図８を用いて、音楽ア
プリ、安全アシストアプリ、及びナビゲーションアプリによって３つのディスプレイに情
報が表示された状態から実行される処理を説明する。なお、センサー情報取得部１１２及
び運転操作情報取得部１１３は、車両の走行状態に関する情報を、例えば定期的に取得し
ている。
【００５１】
　また、本シーケンス図では、ディスプレイの表示を再開させる解除条件の充足が、報知
情報の表示を終了させる報知終了条件の充足よりも先に検知される場合について説明する
。報知終了条件の充足が、解除条件の充足と同時、又は解除条件の充足よりも先に検知さ
れる場合については後述する。
【００５２】
　図８は、ディスプレイの表示例を示す図である。図８（ａ）は、図６に示す報知情報表
示処理が開始される前の各ディスプレイの表示例である。第１のディスプレイ１００ａに
は、安全アシストアプリによりメーターが表示され、第２のディスプレイ１００ｂには、
音楽アプリにより再生中の曲名等が表示され、第３のディスプレイ１００ｃには、ナビゲ
ーションアプリにより走行状態が表示されている。
【００５３】
　説明を図６に戻す。まず、安全アシストアプリが、識別子「01」の開始条件を検知する
（ステップＳ１０）。
【００５４】
　安全アシストアプリは、記憶部１２０の図示しない領域を参照し、センサー情報取得部
１１２又は運転操作情報取得部１１３が取得した情報に基づいて、報知情報の開始条件を
検知する。記憶部１２０には、報知制御情報１２２に格納された報知情報１２２ｂの各々
と、該報知情報の開始条件とが格納されている。安全アシストアプリは、センサー情報取
得部１１２及び運転操作情報取得部１１３が取得した情報に基づいて、記憶部１２０に記
憶されたいずれかの報知情報の開始条件が充足されたことを検知する。
【００５５】
　例えば、安全アシストアプリは、車速が所定の速度以上であって、かつ前方の物体との
距離が所定以下である場合に、識別子「01」の開始条件の充足を検知する。
【００５６】
　次に、安全アシストアプリは、開始条件の検知を表示調停部１１１に通知する（ステッ
プＳ１１）。安全アシストアプリは、ステップＳ１０で開始条件を検知した報知情報を特
定する識別子を、表示調停部１１１に通知する。
【００５７】
　次に、表示調停部１１１は、ナビゲーションアプリに対して表示の中断を指示する（ス
テップＳ１２）。具体的には、表示調停部１１１は、安全アシストアプリから通知された
報知情報を表示させるディスプレイを特定する。表示調停部１１１は、安全アシストアプ
リから通知された報知情報を表示させるディスプレイを、第３のディスプレイ１００ｃと
して特定する。
【００５８】
　表示調停部１１１は、表示状態管理情報１２３を参照し、第３のディスプレイ１００ｃ
に情報を表示している表示中プログラム１２３ｃを特定する。本例では、ナビゲーション
アプリが第３のディスプレイ１００ｃに情報を表示している。表示調停部１１１は、ナビ
ゲーションアプリに対して表示の中断を指示する。表示調停部１１１は、表示状態管理情
報１２３中、第３のディスプレイ１００ｃと関連する表示中プログラム１２３ｃ及び表示
中情報１２３ｄを空にする。
【００５９】
　次に、表示調停部１１１は、安全アシストアプリに対して報知情報の表示を指示する（
ステップＳ１４）。表示調停部１１１は、ステップＳ１１で通知を受け付けた識別子を用
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いて報知制御情報１２２を参照し、該識別子と関連する報知情報１２２ｂを特定する。本
図では、識別子「01」と報知制御情報１２２において関連付けられた報知情報１２２ｂで
ある「衝突注意」の文字列が特定される。表示調停部１１１は、特定した報知情報を含め
た表示指示を安全アシストアプリに対して通知する。表示調停部１１１は、表示状態管理
情報１２３中、第３のディスプレイ１００ｃと関連する表示中プログラム１２３ｃに、安
全アシストアプリを特定する情報を記憶させ、表示中情報１２３ｄに、通知した報知情報
を記憶させる。
【００６０】
　次に、安全アシストアプリは、第３のディスプレイ１００ｃに対して報知情報を表示す
る（ステップＳ１５）。
【００６１】
　次に、表示調停部１１１は、報知制御情報１２２に基づいた制御を指示する（ステップ
Ｓ１６）。具体的には、表示調停部１１１は、ステップＳ１１で通知を受け付けた識別子
と関連する他のディスプレイ制御１２２ｃを参照し、他のディスプレイの制御方法を特定
する。表示調停部１１１は、特定した他のディスプレイ制御方法に基づいて、他のディス
プレイに情報を表示しているアプリ１２１に対して、表示の制御指示を行う。
【００６２】
　図６のシーケンス図では、ステップＳ１１において識別子「01」の開始条件が検知され
ているため、表示調停部１１１は、報知制御情報１２２において識別子「01」と関連付け
られた他のディスプレイ制御１２２ｃである「ミュート」を特定する。表示調停部１１１
は、表示状態管理情報１２３を参照し、他のディスプレイである第１のディスプレイ１０
０ａと、第２のディスプレイ１００ｂとに情報を表示している表示中プログラム１２３ｃ
である音楽アプリと安全アシストアプリとを特定する。表示調停部１１１は、音楽アプリ
と、安全アシストアプリとに対し、第１のディスプレイ１００ａ、及び第２のディスプレ
イ１００ｂに表示させている情報の表示中断を指示する。
【００６３】
　表示調停部１１１は、表示状態管理情報１２３中、第１のディスプレイ１００ａ及び第
２のディスプレイ１００ｂと関連する表示中プログラム１２３ｃ及び表示中情報１２３ｄ
を空にする。なお、表示調停部１１１は、表示状態管理情報１２３中、他のディスプレイ
に情報を表示していたアプリ１２１である表示中プログラム１２３ｃと、表示中情報１２
３ｄと、ディスプレイ名１２３ｂとを、記憶部１２０の図示しない履歴記憶領域に記憶さ
せる。
【００６４】
　なお、ステップＳ１６の指示は、ステップＳ１２又はステップＳ１４の前に行われるも
のであってもよい。
【００６５】
　次に、安全アシストアプリは、指示に基づいた表示の制御を行う（ステップＳ１７）。
安全アシストアプリは、ステップＳ１６ｂにおいて表示調停部１１１から受け付けた通知
に基づいて、第１のディスプレイ１００ａへのメーターの表示を中断する。
【００６６】
　同様に、音楽アプリは、指示に基づいた表示の制御を行う（ステップＳ１８）。音楽ア
プリは、第２のディスプレイ１００ｂへの表示を中断する。
【００６７】
　図８（ｂ）は、表示調停部１１１の報知情報の表示指示、及び他のディスプレイへの表
示中断指示に基づいた処理が行われた状態の各ディスプレイの表示例である。第３のディ
スプレイ１００ｃには、安全アシストアプリによって、報知情報である「衝突注意」の文
字列が表示されている。また、第１のディスプレイ１００ａ及び第２のディスプレイ１０
０ｂは、表示調停部１１１による表示中断指示に基づいて、表示が中断されている。
【００６８】
　次に、表示調停部１１１は、識別子「01」の解除条件を検知する（ステップＳ１９）。
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表示調停部１１１は、センサー情報取得部１１２及び運転操作情報取得部１１３が取得し
ている情報に基づいて、報知制御情報１２２において識別子「01」と関連付けられた解除
条件１２２ｅである「ブレーキ操作又はアクセルを緩める操作」の充足を検知する。
【００６９】
　次に、表示調停部１１１は、他のディスプレイに対する表示再開を指示する（ステップ
Ｓ２０）。具体的には、表示調停部１１１は、ステップＳ１６において情報を記憶させた
履歴記憶領域を参照し、表示中断前に他のディスプレイに情報を表示していたアプリ１２
１を特定する。表示調停部１１１は、他のディスプレイである第１のディスプレイ１００
ａ及び第２のディスプレイ１００ｂに情報を表示していたアプリ１２１として、安全アシ
ストアプリと音楽アプリとを特定する。表示調停部１１１は、特定した安全アシストアプ
リと音楽アプリとに対して表示再開を指示する。
【００７０】
　表示調停部１１１は、履歴記憶領域に記憶させた情報を用いて、第１のディスプレイ１
００ａ及び第２のディスプレイ１００ｂに対して、表示中プログラム１２３ｃと表示中情
報１２３ｄとを関連付け、表示状態管理情報１２３を更新する。
【００７１】
　次に、安全アシストアプリは、受け付けた表示再開指示に基づいて、第１のディスプレ
イ１００ａに対して表示を再開する。（ステップＳ２１）。
【００７２】
　同様に、音楽アプリは、受け付けた表示再開指示に基づいて、第２のディスプレイ１０
０ｂに対して情報の表示を再開する（ステップＳ２２）。
【００７３】
　図８（ｃ）は、解除条件の充足の検知に基づいた処理が行われた状態の各ディスプレイ
の表示例である。第１のディスプレイ１００ａには、安全アシストアプリによるメーター
の表示がなされている。第２のディスプレイ１００ｂには、音楽アプリによる再生中の曲
名の表示がなされている。第３のディスプレイ１００ｃには、安全アシストアプリにより
報知情報が継続して表示されている。
【００７４】
　説明を図６に戻す。次に、表示調停部１１１は、識別子「01」の報知終了条件を検知す
る（ステップＳ２３）。表示調停部１１１は、報知制御情報１２２において識別子「01」
と関連付けられた報知終了条件１２３ｅとして「車速が所定値以下」を特定する。表示調
停部１１１は、センサー情報取得部１１２及び運転操作情報取得部１１３が取得している
情報に基づいて、車速が所定値以下であることを検知すると、報知終了条件の充足を検知
したものとする。
【００７５】
　次に、表示調停部１１１は、安全アシストアプリに対して、報知情報の表示終了を指示
する（ステップＳ２４）。表示調停部１１１は、表示状態管理情報１２３中、報知情報を
表示している第３のディスプレイ１００ｃと関連する表示中プログラム１２３ｃと、表示
中情報１２３ｄとを空にする。
【００７６】
　次に、安全アシストアプリは、報知情報の表示を終了する（ステップＳ２５）。
【００７７】
　次に、安全アシストアプリは、報知情報の表示終了を表示調停部１１１に通知する（ス
テップＳ２６）。
【００７８】
　次に、表示調停部１１１は、ナビゲーションアプリに対して表示再開を指示する（ステ
ップＳ２７）。表示調停部１１１は、ステップＳ２６において安全アシストアプリから表
示終了の通知を受け付けると、記憶部１２０の履歴表示領域を参照し、報知情報を表示し
ていた第３のディスプレイ１００ｃに対して、報知情報表示前に情報を表示していたアプ
リ１２１と、表示中情報とを特定する。表示調停部１１１は、報知情報表示前に情報を表
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示していたアプリ１２１に対して、特定した表示中情報を表示するよう、表示再開を指示
する。
【００７９】
　次に、ナビゲーションアプリは、ステップＳ２７で通知された表示中情報を、報知情報
が表示されていた第３のディスプレイ１００ｃに対して表示する（ステップＳ２８）。そ
の結果、図８（ａ）で示すように、再度第１のディスプレイ１００ａには安全アシストア
プリによる表示が、第２のディスプレイ１００ｂには音楽アプリによる表示が、第３のデ
ィスプレイ１００ｃにはナビゲーションアプリによる表示が行われる。
【００８０】
　その後、各アプリ１２１、及び表示調停部１１１は、本シーケンス図の処理を終了する
。
【００８１】
　図７は、報知終了条件の充足が、解除条件の充足と同時、又は解除条件の充足よりも先
に検知された場合における報知情報表示処理の流れの一例を示すシーケンス図である。表
示調停部１１１は、解除条件の充足と同時、又は解除条件の充足よりも先に報知終了条件
の充足を検知した場合、報知情報の表示を終了させるとともに、他のディスプレイの表示
を再開させる。
【００８２】
　まず、安全アシストアプリは、識別子「01」の開始条件を検知する（ステップＳ３０）
。ステップＳ３０からステップＳ３８までの間に行われる処理は、ステップＳ１０からス
テップＳ１８までの間に行われる処理と同様であるため、説明を省略する。
【００８３】
　次に、表示調停部１１１は、識別子「01」の報知終了条件の充足を検知する（ステップ
Ｓ３９）。ステップＳ３９からステップＳ４２までの間に行われる処理は、ステップＳ２
３からステップＳ２６までの間に行われる処理と同様である。
【００８４】
　次に、表示調停部１１１は、安全アシストアプリと、ナビゲーションアプリと、音楽ア
プリとに対して、表示の再開を指示する（ステップＳ４３）。表示調停部１１１は、記憶
部１２０の履歴記憶領域を参照し、情報提示装置１が有する各ディスプレイに対して、報
知情報表示前又は表示中断前に情報を表示していた各アプリ１２１を特定する。表示調停
部１１１は、各アプリ１２１に対して、履歴記憶領域に記憶されている表示中情報を表示
するよう指示を行う。
【００８５】
　次に、安全アシストアプリは、表示調停部１１１からの指示に基づいて、第１のディス
プレイ１００ａへの情報の表示を再開する（ステップＳ４４）。ステップＳ４４及びステ
ップＳ４６において行われる処理は、ステップＳ２１及びステップＳ２２において行われ
る処理と同様である。また、ステップＳ４３で行われる処理は、ステップＳ２８において
行われる処理と同様である。ステップＳ４４からステップＳ４６において行われる処理は
、先後を問わない。その後、安全アシストアプリ、ナビゲーションアプリ、音楽アプリ、
及び表示調停部１１１は、本シーケンス図の処理を終了する。
【００８６】
　付言すれば、ステップＳ３９において、表示調停部１１１は、解除条件よりも先に報知
終了条件の充足を検知した場合、解除条件の充足の検知を待たずに他のディスプレイに対
して情報の表示を再開させる。
【００８７】
　なお、報知終了条件１２２ｄと解除条件１２２ｅのいずれか一方が、報知制御情報１２
２に設定されるものであってもよい。この場合、表示調停部１１１は、該条件の充足を検
知すると、報知情報の表示を終了させるとともに、他のディスプレイに対する情報の表示
を再開させる。
【００８８】
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　また、報知情報表示中に、さらに安全アシストアプリによって他の報知情報の開始条件
の充足が検知された場合、表示中の報知情報を終了させ、新たに検知された開始条件に係
る報知情報を表示させるよう、表示調停部１１１が安全アシストアプリに対して指示する
。
【００８９】
　付言すれば、図３に示す報知制御情報１２２には、各報知情報に対して、優先度が関連
付けられていてもよい。この場合、表示調停部１１１は、表示中の報知情報の優先度と、
新たに開始条件の充足が検知された報知情報の優先度とを比較し、より優先度の高い報知
情報を所定のディスプレイに表示させる。この場合、表示調停部１１１は、表示されてい
る報知情報と報知制御情報１２２において関連付けられた報知終了条件１２２ｄ及び解除
条件１２２ｅに基づいて、報知情報の表示終了や、他のディスプレイに対する表示の再開
を行う。
【００９０】
　また、本実施形態では、表示調停部１１１が、センサー情報取得部１１２及び運転操作
情報取得部１１３が取得している情報に基づいて、解除条件や報知終了条件の充足を検知
する。しかしながら、例えば「報知情報表示後５秒」といった、運転操作と関連しない条
件を解除条件や報知終了条件に設定することが可能である。この場合、表示調停部１１１
はセンサー情報取得部１１２又は運転操作情報取得部１１３が取得した情報を用いなくと
も、解除条件や報知終了条件の充足を検知することができる。
【００９１】
　本実施形態により、運転者に注意を促すべき事態が生じた場合、運転者の注意を報知情
報に集中させるため、より確実に注意を促すことができる。また、解除条件と報知終了条
件とを個別に判断することにより、他のディスプレイの表示を再開させ、かつ報知情報の
表示が継続されるという状態にすることができる。これにより、急を要する事態を過ぎた
場合に他のディスプレイを用いて運転者に情報を与えるともに、報知情報を確認させるこ
とができる。例えば運転者が報知情報を見逃した場合や、運転に余裕が生じた際に報知情
報の確認を望む場合に有用である。
【００９２】
　また、解除条件よりも先に報知終了条件の充足が検知された場合には、報知情報の表示
を終了させるとともに、各ディスプレイの表示を報知情報表示前の状態にすることで、デ
ィスプレイに何も表示されないといった状態にはならず、運転者は常にいずれかのディス
プレイの表示を参照することができる。
【００９３】
　なお、報知情報の表示終了を他のディスプレイの表示再開よりも遅らせることの有用性
を活用するためには、例えば解除条件１２２ｅを「報知情報表示開始から３秒後」、報知
終了条件１２２ｄを「報知情報表示開始から５秒後」とするなど、報知終了条件１２２ｄ
の充足よりも解除条件１２２ｅの充足の方が先に検知されるよう、報知制御情報１２２に
設定することが望ましい。
【００９４】
　（第１の変形例）
　次に、第１の変形例について説明する。上述の実施形態では、表示調停部１１１が報知
終了条件の充足を検知した。本変形例では、表示調停部１１１は報知情報の表示指示の際
に安全アシストアプリに対して報知終了条件を通知し、安全アシストアプリが報知終了条
件の充足を検知する。以下、上述の実施形態と異なる点について説明し、重複する点につ
いては説明を省略する。
【００９５】
　図９は、第１の変形例において、解除条件の充足が、報知終了条件の充足よりも先に検
知された場合における報知情報表示処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【００９６】
　まず、安全アシストアプリが、識別子「01」の開始条件を検知する（ステップＳ５０）
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。ステップＳ５０からステップＳ５３までの間に行われる処理は、ステップＳ１０からス
テップＳ１３までの間に行われる処理と同様であるため、説明を省略する。
【００９７】
　次に、表示調停部１１１は、安全アシストアプリに対して、報知情報の表示指示ととも
に、該報知情報の報知終了条件を通知する（ステップＳ５４）。具体的には、表示調停部
１１１は、ステップＳ５１で通知を受け付けた識別子を用いて報知制御情報１２２を参照
し、該識別子と関連する報知情報１２２ｂと、報知終了条件１２２ｄとを特定する。表示
調停部１１１は、特定した報知情報１２２ｂと、報知終了状家１２３ｄとを安全アシスト
アプリに通知する。また、表示調停部１１１は、表示状態管理情報１２３中、第３のディ
スプレイ１００ｃと関連する表示中プログラム１２３ｃに、安全アシストアプリを特定す
る情報を記憶させ、表示中情報１２３ｄに、通知した報知情報を記憶させる。
【００９８】
　次に、安全アシストアプリは、報知情報を表示する（ステップＳ５５）。ステップＳ５
５からステップＳ６２までの間に行われる処理は、ステップＳ１５からステップＳ２２ま
での間に行われる処理と同様であるため、説明を省略する。
【００９９】
　次に、安全アシストアプリは、識別子「01」の報知終了条件の充足を検知する（ステッ
プＳ６３）。安全アシストアプリは、センサー情報取得部１１２及び運転操作情報取得部
１１３が取得している情報に基づいて、ステップＳ５４において表示調停部１１１から受
け付けた報知終了条件の充足を検知する。
【０１００】
　次に、安全アシストアプリは、報知情報の表示を終了する（ステップＳ６４）。ステッ
プＳ６４からステップＳ６７までの間に行われる処理は、ステップＳ２５からステップＳ
２８までの間に行われる処理と同様であるため、説明を省略する。その後、安全アシスト
アプリ、ナビゲーションアプリ、音楽アプリ、及び表示調停部１１１は、本シーケンス図
の処理を終了する。
【０１０１】
　なお、表示調停部１１１は、ステップＳ５９における解除条件の検知よりも先に、安全
アシストアプリから報知情報の表示終了の通知（ステップＳ６５）を受け付けた場合、報
知終了条件の充足が解除条件の充足よりも先に検知されたものとして取り扱い、他のディ
スプレイに対する表示再開指示を各アプリ１２１に通知する。これにより、報知情報の表
示が終了されたものの、他のディスプレイに情報が表示されないといった事態を防ぐこと
ができる。
【０１０２】
　また、運転操作と関連しない条件を報知終了条件に設定することにより、センサー情報
取得部１１２又は運転操作情報取得部１１３の取得した情報を用いずとも解除条件又は報
知終了条件の充足の検知が可能になる点は、上述の実施形態と同様である。また、安全ア
シストアプリが報知制御情報１２２を参照することで、表示調停部１１１から報知終了条
件の通知を受け付けない場合であっても、安全アシストアプリが報知終了条件の充足を検
知し、報知情報の表示を終了させることも可能である。
【０１０３】
　また、報知終了条件を安全アシストアプリに通知するのと同様に、各アプリ１２１に対
して解除条件を事前に通知するものであってもよい。この場合、通知を受け付けたアプリ
１２１が解除条件の充足を検知する。
【０１０４】
　なお、報知制御情報１２２にフラグを設定することにより、所定の報知情報については
報知終了条件の充足の検知を表示調停部１１１が行い、他の報知情報については報知終了
条件の充足の検知を安全アシストアプリが行うといった制御も可能である。
【０１０５】
　（第２の変形例）
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　次に、第２の変形例について説明する。上述の実施形態では、報知情報の表示後、報知
終了条件と解除条件とを用いることにより、報知情報の表示と、他のディスプレイの表示
とを併存させた（例えば、図８（ｃ））。本変形例では、上述の実施形態を「通常モード
」とし、他に通常モードよりも早く報知情報の表示を終了させる「Ａモード」と、通常モ
ードよりも他のディスプレイの表示開始タイミングを遅らせる「Ｂモード」とを設ける。
以下、上述の実施形態と異なる点を説明する。
【０１０６】
　利用者は、「通常モード」か、「Ａモード」か、「Ｂモード」かを予め選択可能である
。選択は、入力Ｉ／Ｆ１３４を介した入力に基づいて行われる。「通常モード」を選択し
た場合の処理は、上述の実施形態と同様である。
【０１０７】
　上述したように、報知情報の表示終了を他のディスプレイの表示再開よりも遅らせるこ
との有用性を活用するために、報知終了条件１２２ｄの充足よりも解除条件１２２ｅの充
足の方が先に検知されるよう、報知制御情報１２２に設定されることが望ましい。
【０１０８】
　「Ａモード」が選択された場合であっても、報知情報の開始条件の充足により、報知情
報が第３のディスプレイ１００ｃに表示される。その後、解除条件の充足が検知されると
、他のディスプレイの表示が再開されるが、その際、報知情報の表示を終了し、第３のデ
ィスプレイ１００ｃに対しても報知情報表示前の情報を表示させる点が、上述の実施形態
と異なる。なお、報知終了条件の充足は、ディスプレイの表示状態に影響を及ぼさない。
結果として、報知終了条件の充足を待たずに報知情報の表示を終了させるため、通常モー
ドよりも早いタイミングで報知情報の表示が終了される。
【０１０９】
　「Ｂモード」が選択された場合、表示している報知情報に関する解除条件が充足されて
も、ディスプレイの表示状態には影響しない。報知終了条件の充足が検知されると、報知
情報の表示が終了されるとともに、他のディスプレイの表示が再開される。結果として、
通常モードよりも遅いタイミングで、他のディスプレイの表示が再開される。
【０１１０】
　「Ａモード」及び「Ｂモード」は、報知情報の表示と他のディスプレイの表示を併存さ
せず、所定の条件充足の際に、報知情報の表示を終了させるとともに他のディスプレイの
表示を再開させる点が共通する。解除条件の充足よりも報知終了条件の充足が遅くなるよ
う設定することで、ディスプレイの表示切り替えのタイミングが、「Ａモード」よりも「
Ｂモード」の方が遅くなる。
【０１１１】
　本変形例では、報知情報の表示終了タイミング及び他のディスプレイの表示開始タイミ
ングについて利用者の選択を受け付けることにより、利用者のニーズに即した表示を行う
ことができ、利便性が向上する。
【０１１２】
　（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態について説明する。
【０１１３】
　図１０は、第２の実施形態における情報提示装置１の機能ブロック図の一例を示す図で
ある。上述の実施形態では、表示調停部１１１が、他のディスプレイに情報を表示してい
るアプリ１２１に対して表示中断を指示することにより、報知情報表示時に他のディスプ
レイを非表示にした。本実施形態では、他のディスプレイに対する電源供給を中断させる
ことにより、報知情報の表示時に他のディスプレイを非表示にする。以下、上述の実施形
態と異なる点を説明し、重複する点については説明を省略する。
【０１１４】
　情報提示装置１の制御部１１０は、表示調停部１１１と、センサー情報取得部１１２と
、運転操作情報取得部１１３と、アプリ実行部１１４のほか、電源供給部１１５を備える
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【０１１５】
　電源供給部１１５は、情報提示装置１が備えるディスプレイの各々に対する電源の供給
を制御する。電源供給部１１５が特定のディスプレイへの電源供給を中断すると、アプリ
１２１の情報はディスプレイに表示されず、ディスプレイは非表示の状態になる。
【０１１６】
　図１１は、第２の実施形態において、解除条件の充足が、報知終了条件の充足よりも先
に検知された場合における報知情報表示処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【０１１７】
　まず、安全アシストアプリが、識別子「01」の報知情報の開始条件の充足を検知する（
ステップＳ７０）。ステップＳ７０からステップＳ７５までの間に行われる処理は、ステ
ップＳ１０からステップＳ１５までの間に行われる処理と同様であるため、説明を省略す
る。
【０１１８】
　次に、表示調停部１１１は、電源供給部１１５に対して報知情報の表示を通知する（ス
テップＳ７６）。その際、表示調停部１１１は、報知情報を表示するディスプレイを特定
する情報を併せて通知してもよい。
【０１１９】
　表示調停部１１１は、表示状態管理情報１２３中、他のディスプレイに相当するディス
プレイ名１２３ｂと関連する表示中プログラム１２３ｃに、電源の供給中断を示す情報を
記憶させる。また、表示調停部１１１は、電源の供給中断前の表示状態管理情報１２３に
関する情報を、記憶部１２０の履歴記憶領域に記憶させる。
【０１２０】
　次に、電源供給部１１５は、他のディスプレイへの電源供給を中断する（ステップＳ７
７）。結果として、他のディスプレイの表示は中断される。
【０１２１】
　次に、表示調停部１１１は、識別子「01」の解除条件を検知する（ステップＳ７８）。
ステップＳ７８において行われる処理は、ステップＳ１９で行われる処理と同様である。
【０１２２】
　次に、表示調停部１１１は、電源供給部１１５に対して表示再開を指示する（ステップ
Ｓ７９）。表示調停部１１１は、履歴記憶領域に記憶された情報を用いて、表示を再開さ
せるアプリ１２１に関する情報を、表示状態管理情報１２３に記憶させる。
【０１２３】
　次に、電源供給部１１５は、電源供給を中断していた他のディスプレイに対する電源供
給を再開する（ステップＳ８０）。結果として、他のディスプレイの表示が再開される。
【０１２４】
　次に、表示調停部１１１は、識別子「01」の報知終了条件を検知する（ステップＳ８１
）。ステップＳ８１からステップＳ８６までの間に行われる処理は、ステップＳ２３から
ステップＳ２８までの間に行われる処理と同様であるため、説明を省略する。その後、安
全アシストアプリと、ナビゲーションアプリと、電源供給部１１５と、表示調停部１１１
とは、本シーケンス図の処理を終了する。
【０１２５】
　本シーケンス図は、解除条件の充足が報知終了条件の充足よりも先に検知された場合に
ついて説明する図であるが、報知終了条件の充足の方が解除条件の充足よりも先に検知さ
れた場合については、第１の実施形態と同様に取り扱う。つまり、表示調停部１１１は、
解除条件よりも先に報知終了条件の充足を検知すると、安全アシストアプリに対して報知
情報の表示終了指示を通知するとともに、電源供給部１１５に対して他のディスプレイへ
の電源供給を再開させる通知を行う。結果として、解除条件の充足如何に関わらず、各デ
ィスプレイへの情報の表示が再開される。
【０１２６】
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　本実施形態により、他のディスプレイに情報を表示しているアプリ１２１が表示中断処
理を行わずとも、電源供給を中断させることにより、確実に他のディスプレイを非表示に
することができる。つまり、より確実に運転者の注意を報知情報に向けることができる。
【０１２７】
　以上、本発明に係る各実施形態及び変形例の説明を行ってきたが、本発明は、上記した
実施形態の一例に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれる。例えば、上記した
実施形態の一例は、本発明を分かり易くするために詳細に説明したものであり、本発明は
、ここで説明した全ての構成を備えるものに限定されない。また、ある実施形態の一例の
構成の一部を他の一例の構成に置き換えることが可能である。また、ある実施形態の一例
の構成に他の一例の構成を加えることも可能である。また、各実施形態の一例の構成の一
部について、他の構成の追加・削除・置換をすることもできる。また、上記の各構成、機
能、処理部、処理手段等は、それらの一部又は全部を、例えば集積回路で設計する等によ
りハードウェアで実現してもよい。また、図中の制御線や情報線は、説明上必要と考えら
れるものを示しており、全てを示しているとは限らない。ほとんど全ての構成が相互に接
続されていると考えてもよい。
【０１２８】
　また、上記の情報提示装置１の機能構成は、理解を容易にするために、主な処理内容に
応じて分類したものである。構成要素の分類の仕方や名称によって、本願発明が制限され
ることはない。情報提示装置１の構成は、処理内容に応じて、さらに多くの構成要素に分
類することもできる。また、１つの構成要素がさらに多くの処理を実行するように分類す
ることもできる。
【符号の説明】
【０１２９】
　１：情報提示装置、１００：ディスプレイ、１１０：制御部、１１１：表示調停部、１
１２：センサー情報取得部、１１３：運転操作情報取得部、１１４：アプリ実行部、１１
５：電源供給部、１２０：記憶部、１２１：アプリ、１２２：報知制御情報、１２３：表
示状態管理情報、１３１：演算装置、１３２：メモリ、１３３：外部記憶装置、１３４：
入力Ｉ／Ｆ、１３５：出力Ｉ／Ｆ、１３６：通信装置、１３７：記憶媒体駆動装置、１３
８：メディア
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